
№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

【１．会社紹介】 【２．職場紹介】

【３．自己紹介】 【４．サークル紹介】

　　　　サ　ー　ク　ル　名　（ フリガナ ）

小太郎サークル コタロウサークル ）

2019年 1月

11名 内　・ 外 ・ 両方

33歳（ 最高　　　55歳、最低　　　19歳 ） 2回

 本テーマで　3件目  社外発表　1件目 1時間

2019年　1月　～　2021年　12月 72回

勤続 10年

本 テー マ の活 動 期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

本 部 登 録 番 号 1-220 サ ー ク ル 結 成 年 月

プロジェクタ
ＱＣサークル紹介

私たちの職場は、
自動車部品ではなくシャワートイレを
扱っており、軽量部品･軽作業が多い事から
女性がたくさん働いている職場です。

一歩を踏み出す大切さ 　～小太郎サークルの挑戦～

安城工場製造室シャワートイレ課組立2係

結成当初のサークルレベルはCゾーン。
メンバーから自発的な発言もなく
一人で考え一人で改善するといった
私一人のみの活動でした。
そこで、何とか現状を変えたいという思いで
サッカー部時代に培った経験を活かしながら
全員がAゾーンに到達する為の
三ヵ年計画を立てることにしました。

弊社は、愛知県刈谷市に本社を置き、
「"移動"に感動を、未来に笑顔を。」を
経営理念に掲げ、多様なニーズに応える事業を幅
広く手掛けています。

私は高校時代、サッカー部に所属し
ムードメーカーという役割を担ってきました。
また、仲間と共に目標に向かう中で
チームワーク、個々の成長、自ら進んで挑戦、
たくさんの大切なことを学びました。期間社員で入
社し一歩ずつステップアップしていく中で喜び・や
りがいを感じもっと成長したいという思いからサー
クルリーダーを志願しました。

発 表 形 式
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【５．目指す姿に向けての三ヵ年計画】 【６．１９年度の活動～心を通わせる年～】

【７．１９年度の活動】 【８．サークル活動で一部のメンバーに変化が・・・】

そこで Fを吸い上げ、改善を行えば
対話する場が作れると考え、いざ実践！

地道にコツコツ F改善をし
些細なことでも吸い上げれるように
LIN  ループを作成しました。

 F改善を続けているとサークル会合で発言するな
ど徐々にパスが繋がり始めました。
しかし、ベテ ンだけは普段は話してくれるのに
サークル会合になると発言がありませんでした。
そこで女性の意見は女性同士の方が聞き出しや
すいのでは？と思い、ベテ ンの気 ちを聞くべく
サブリーダーの石井さんを
モ モ タイムに潜入させることに。

三ヵ年計画ではサークルス ーガンを
互いに理解し･成長し･挑戦できるサークル
とし
「心」　「伸」　「進」　という文字をキーワードに、
１９年度では、会話・対話を中心に心を通わせ
Y軸 チームワーク向上を図ることにしました。

サッカー部時代会話・対話の中で
信頼  を築きパスが繋がるようなりました。
そこでサークルでも話し合いの中で、
信頼  を築こうとしましたが全員が違う方向を
向き私だけが一方的に話す活動でした。
信頼「心」  を築くために
何が必要かを考え、会話ではなく
一人一人と対話をしていくことに。

年度

キーワード

ねらい

活動内容

心 伸 進

活発に発言できる 全員が改善できる

心を通わせる年 個々を伸ばす年 一歩踏み出して進 （挑戦）年

3F改善・安城菜園しかけ

会話・対話

身近な困りごと解決

自ら行動出来る

勉強会・改善活動 個々で目標を立て挑戦

職場の困りごと解決

「互いに理解し・成長し・挑戦できるサークル」サークルス ーガン

目指す姿に向けての三ヵ年計画

サッカー部時代 サークル活動

会話・対話の中で・・・

を築き、パスが繋がる を築けない

積極的に話しかけるが・・・

・・・・ ・・・・

・・・・

3F（不安・負担・不満）
の吸い上げ

即改善 改善の確認

LINE

些細な3F改善
 常の事なんでもOK

手伝える事ありますか？

飲み行きましょうよ！

前の仕事先の
工夫使えませんかね？

パスを受けようと近づく チョコがいいなぁ



【９．１９年度の活動】 【１０．安城菜園】

【１１．１９年度活動報告】 【１２．１９年度の振り返り・気づき】

【１３．１９年度の振り返り・気づき】 【１４．１９年度まとめ】

そこでは、時 ・仕事後の家事が忙しいなどの
理由でサークル活動に参加できない、知っている
ことなら協力できるけど、今更踏み出せないなど
様々な気 ちを聞くことが出来ました。

これらの活動の成果として、
Y軸 チームワーク・会合実施状況が上がり、サーク
ルレベルの向上に繋がりました。

１年目を振り返る中で、全員がAゾーン到達を目
指してきましたが、
三つの ループ層に かれる小太郎サークルでは
目指す姿を一人で考えるのではなく、
全員で自 たちが目指せるレベルの再検討を
行い目標をコミュニケーション特化 の
Bゾーンに変更しました。

また目指す姿を成長を通じ、喜び・やりがいを共
有できるサークルに変えサッカー部時代、
自 にポ ションがあったように
サークルでもポ ションを与え役割を明確にし
  年度では、役割に必要な能力を伸ばせる
活動をしていきます。

一人よがりの活動から始まり
自 から歩み寄る事で、パスが繋がりはじめ
ベテ ンをリーダーにし活動したことで、
メンバー間で会話・対話というパスが繋がり、成果
を出したことで喜びを共有し心を通わせ
信頼「心」  を築くことが出来ました。

そんな中、サークルでの健康づくり･チームワーク
向上を目的とした安城菜園という野菜を育てる活
動が工場全体で予定されており、モ モ タイムで
の話をきっかけにベテ ンをリーダーとして活動。
安城菜園ではベテ ンが長年の知恵を活かし全
員で会話･対話しながら活動を進めました。

の選定
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 性温度があるのよ

何処も一緒でしょ？
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～レベル把握表～

期末 活動を通して かったこと

人 経験豊富

家事・  で残業×

向上意欲がある

知識がない
期間満了が近い

知識・技能がある

 部署との 携が弱い

目指す姿の再検討（個々から→チームで）

一人よがりはダメ！ 全員で再検討！！

X軸【サークル能力】

Y
軸
【
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る
い
職
場
】

1 532 4
1

5

3

2

4

Dゾーン Cゾーン Bゾーン Aゾーン

サークルでの役割

全員 考え・改善できる

目指す姿

全員が活発に発言
（互いの意見を聞く）

失敗を恐れず挑める

このままじゃダメだ・・・

パスが繋がる

～休憩中の憩いの時間～

モ モ タイムに潜入し
ベテ ンの気 ちを聞け

ベテ ンメンバーの



【１５．２０年度のばす「伸」】 【１６．２０年度の活動～自主 全活動～】

【１７．２０年度の活動】 【１８．サッカー部時代】

【１９．２０年度の活動】 【２０．２０年度上期の活動】

２０年度は上期と下期に け全体のレベルアップ
に繋げます。
～上期～
ポ ション毎でサークルの役割に必要な
能力の向上を図ることにしました。
～下期～
向上した能力を実践の場で活 する為に
 ループを再編成し成長を、喜び・やりがいに
繋げていくことしました。

まずは課題の明確化をし
ベテ ンは、参加意欲向上
若手は、異常発見能力向上
中堅は、知識・改善能力向上を課題とし
その中で必要な能力を 定しました。

個々を伸ばす年。
１年目の気づきから狙いを、
全員が改善できるから→全員で改善できる
に変更し、活動することにしました。

しかし、  年度にコ ナが拡大。全員でのQC活動
が困難に・・・。そんな中、上司から自主 全活動
の話を受け、頻発停止異常件数を確認し、今のう
ちに担当ﾗｲﾝの復元を図ろうと問題点の吸い上
げを行ってみると１９年度の活動が実を結び、たく
さんの問題点があげられました。

その中身を層別すると、サークルメンバーでも
やれそうなことがあり、個々で課題をやることで
個々の能力向上に繋がるのでは？と考え
私は、この状況をピンチではなく
個々を伸ばすチャンスだ！と捉え
自主 全活動における役割をポ ション毎に振り
 け活動を進めていくことにしました。

サッカー部時代を思い返すと
試合に勝つ為、まずはポ ション毎に
弱点を克服し、能力の底上げを図る。
そこから、チームとしての 織力を
高めていた経験を思い出し
QC活動に活かしてみようと考えました。

上期 自主 全活動を通じての改善

サークルの役割に必要な

下期 身近な困りごと解消改善

成長を に繋げる

まずは
ポジション毎に練習だ

ミニゲームで
シュートを決める

知識・改善能力

異常発見能力

参加意欲

A B C

Y軸 2→

課題 

若手のサポート
人 経験を活かした入り込み

X軸 2→

Y軸 2→

課題 

正常・異常を判断し
改善提案・発言をする

X軸 3→

Y軸 2→

課題 

率先して動きサークルを
引っ張る（後ろ姿を見せる）



【２１． ループ別上期の活動】 【２２．２０年度上期での結果】

【２３．２０年度下期の活動】 【２４．２０年度下期の代表事例】

【２５．２０年度下期の活動報告】 【２６．２０年度まとめ】

各 ループ改善を行い、
ベテ ンは  を学ぶ中で
身近な物を発想に取り入れ参加し、
若手は正常・異常を判断しながら
改善提案・発言を行い、中堅は 部署に
改善の一部を依頼し、やり方を学びながら
自 たちで改善しました。

その結果、
抽出された問題点はすべてやり切り
課題に必要な能力も
向上させることができました。

下期では ループを再編成し、
上期で上がった能力が活 できるテーマを
選定するべく全員で評価基準を作成し
評価を行い担当工程での  の
頻発停止異常による不満を解決することに
決定しました。

～シート通箱反転 引っ掛かり異常撲滅～

概要として、通箱が反転し、 イン内に自動供給
され反転時に引っ掛かり作業が出来なくなるとい
う異常でした。
主婦が改善のヒントを提案するなど ループ全員
で協力し
問題解決にたどり着きました。

それぞれが能力を向上させ
結果として、サークルレベルが向上し
能力・意欲共に伸ばすことが出来た
２年目になりました。

通箱引っ掛かりによる反転 異常を
撲滅！

各 ループが活動を完了させ
喜び・やりがいを共有しました。

知識・技能向上

目的

20年度上期の活動

目的
改善能力向上

目的 上司・  部署との 携

自ら図面作成
上司経由で依頼

食 の下のやつ
使えないかなぁ

知識・技能意欲向上
目的

QC的考え方向上
目的

これって正常な状態？

良くないね！
カバーをつけようか！

問題点

25

50

（件）

１月 6月 （月）

N＝57

自分たちで
解決した問題点

他部署依頼！

身近な問題点を洗い出し下期 身近な困りごと解消改善

成長を に繋げる

ミニゲームで
シュートを決める

A B C ～概要～

通箱が反転し イン内に自動供給される

反転時引っ掛かる 作業できなくなる

反転！

を共有

やれるようになると楽しい

対策実施

効果の確認

各グループが活動完了し

  について学べた！

小林

たくさん改善できた！

A班

B班

C班



【２７．２１年度に向けて】 【２８．２１年度に向けて】

【２９．私の一歩】 【３０．２１年度～進～】

【３１．２１年度の活動】 【３２．２１年度の活動テーマ選定】

全員で担当 インの現状把握と共に未達の原因
を調査。そこで4 度の頻発停止異常を見てみる
と水平  締め が全体の約44％を占めており、
そのうち空転異常が9 ％を占めていることがわか
りました。
増 に伴い異常件数の増加が予測されることか
ら ス時間も多大になるため
対策が急 である！と考えました。

まずサークルでは
職場に目を向け、慢性異常という難題に挑戦

個々の挑戦では
一人一人が一歩踏み出した目標を立て、
活動していきます。

２年間を通してチームとして動けるようになり
今後は自 が前線に立つのではなく
スト イカーになれる人材が
今の小太郎サークルには必要だと考え
自らの、  年度挑戦を
スト イカー候補の育成に掲げました。

その中で、活動を振り返ると
石井さんの意欲を感じ
背中を押し、一歩踏み出させることも
今後の成長に繋がると考え、話し合いの中で
石井さんを
２１年度テーマリーダーに決定しました。

私は、期間社員として入社しました。
職場を変えたい!!!と思い、正社員を目指し見事合
格。「積極的」な冨永リーダー見て、私もリーダーを
やってみたい！と思うようになり、女性育成推進
活動の「きらり」に参加しました。
「刺激」を受けて何かに挑戦したい！！と思ってい
たところテーマリーダーの話を受け、一歩踏み出し
てみよう!!!と決めました。

一歩踏み出し進 （挑戦）。年

こ

どよぉ～～ん…



【３３．全員が一歩踏み出し挑戦した事例】 【３４．現状把握】

【３５．空転異常とは】 【３６．  の供給から  締めまでの動作確認】

【３７．目標 定・活動計画・要因解析】 【３８．検証】

今までだったら
 部署に依頼する  異常でしたが
成長の中でうまれた、喜び・やりがいを
自信に繋げ自 達なら絶対できると信じ
挑戦した事例…

～水平  締め 空転異常の撲滅～

水平  締め とは
 能部品が 付けられている
ベースプレートASSYと上物のベースカバーASSY
を  で締結させる  です。
  締めを行う、チャックの  構造としてチャッ
クに  が アーで供給され
ビットで  を押し出す際に
バ の伸縮によってチャックが開き
  締めを行います。

空転異常とは
  が傾いたり落下した状態で
ビットだけが
空回りする異常です。

動作確認を行う中で
突出量にバ ツキが見られ
１ミリずつ変えてト イしよう！！
と、提案。
⇒７ミリ以下だと空転異常が
発 してしまう事がわかりました。

目標と活動計画を決め、いざ！解析へ
「  突出量が ｍｍ以下になる」
を特性に要因を洗い出し重要要因として
  供給 アー圧が弱い
が洗い出されました。

～水平  締め 
　　　　　　　ばらつきが出るメカニズムを解析～
 部署からハイスピードカメ を借り
  の動きを確認。
 アーが弱いと  が到達しない
反対に強いと跳ね返ってしまう
その中間だと両方の現象が見られました。

ベースプレートASSY
（ 能部品が 付けられているプレート）

難しそうな構造だね・・・ 

でも、 してみよう！！

ベースカバーASSY
（上物）

そうだね・・・ 

  傾き

  落下

最大突出量14ｍｍ

10ｍｍ6ｍｍ

14ｍｍ

13ｍｍ

20回ト イした結果（NG）
0/20

12ｍｍ

11ｍｍ

10ｍｍ

9ｍｍ

8ｍｍ

7ｍｍ

6ｍｍ

5ｍｍ

0/20

0/20

0/20
0/20

0/20

0/20

6/20

20/20

11/20

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目

調査方  各個操作で  供給何
ミ
リ
か
ら
異
常
が
起
こ
る
の
か
な
？

１
ミ
リ
ず
つ
変
え
て
見
て
み
よ
う
！

調査方法：ハイスピードカメラにて確認

調査方  ハイスピードカメ にて確認

エアー圧が弱く最大突出量14ｍｍに達していない強いと跳ね返る！！

水平ネジ締め機

0.25ＭＰa（強い）

跳ね返り

0.2ＭＰa（弱い）

早すぎてみれないよぉ～。

ハイスピードカメ なら・・・

 ってきたわよぉ～♡



【３９．検証】 【４０．対策立案】

【４１．検証前に・・・】 【４２．検証】

【４３．対策実施】 【４４．効果の確認・標準化】

対策前はバネ圧が足りず
チャックでネジを保持できていなかったが
バネ圧47Nのバネに変更したことにより
解決しました。

結果．．．
空転異常撲滅、可動率 .4％上昇
また標準化を行い、点検項目を追加し
維 ・ 理していきます。

対策案の絞込みでは、多大なコストや納期が
かかることから断念。
そんなとき
「中心がずれても先端を合わせる方 は
ないんですか？」と意見が。
そこでチャックの力に着眼し中心が合うまで
チャックで  を  できる
対策を進めることに。

～チャックの内部構造と空転異常の調査～
図面を確認し、チャック内部の調査を行い
最大突出量であれば中心は合うが
突出量が少ないと中心がズレるため
ビットと  十字溝が合わないまま
チャックが開くことによって
空転異常になることがわかりました。

最 なバ 圧を選定する為
  力を変化させ検証したい！
お金をかけずに自 達で検証する方 に
悩んでいると
輪ゴムで先端を縛っちゃえば？と、ヒ メキ
そこで
輪ゴムを巻き検証を進めることにしました。

～輪ゴムの圧力を変え
　　　　　　　　　圧力と空転異常件数を調査～
輪ゴムの巻き数を変え何度もト イ！
その結果、
最 なバ 圧は輪ゴムを 重に巻いたときの
4 Nに決定しました。

3.5ｍｍ

25ｍｍ7ｍｍ χｍｍ

χ ：3.5＝7：25

25χ＝24.5

χ＝1.0ｍｍ

（傾き）

1ｍｍ

5ｍｍ

14.0ｍｍ

Φ15Φ5

中心がずれる
ビット

＜対策系統図とマトリックス図による対策案の絞込み＞
評価点 ◎＝３ 〇＝２ △＝１

コ
ス
ト

納
期

作
業
性

効
果

評
価
点

評価項目

実施項目

△ △ ◎ △ 6

△ △ ◎ ◎

△ △ ◎

８

△

△ △ ◎ △ 6

6

アンチバックを
つける

クリアランスを
狭める

チャックの
素材を変える

チャックを
短くする

ネ
ジ
の
跳
ね
返
り
を
吸
収
す
る

チ
ャ
ッ
ク
構
造
に
す
る
に
は

物を
変える

チャックを
変える

輪ゴムの巻き数を変え、圧力と空転異常件数を調査

           

調査方法：輪ゴム巻き数を変え、各50回ずつ締め付けトライ

地
道
な
検
証
得
意
で
す
♪

僕
、
や
り
ま
す
！

こ
ん
な
に
何
回
も

検
証
し
な
い
と
い
け
な
い
の
ね
・・

対策前

バネ圧が不足してチャックでネジを保持できていなかった

対策後

バネ圧を47Nに変更し突出量がばらついてもネジを保持できるようにした。

47Ｎ

13.5Ｎ

全員で周知・徹底

撲滅



【４５．２１年度活動報告】 【４６．２１年度活動報告】

【４７．２１年度振り返り】 【４８．３年間の振り返り】

【４９．今後の進め方】

今後はこの三年間で得た経験を活かし
一歩踏み出し挑戦することの大切さを
下の 代に伝え、職場に貢献していきます！

個々の能力が向上しサークルとして
目標にしていたBゾーンに到達！！

この活動に全員で取り み
一人ひとりが
今までやれなかったことが出来るようになり
全員が一歩踏み出した目標を達成。
そして、この事例で
全国大会出場を決めました！！

一歩踏み出し、挑戦した１年。
知恵を集結させ問題解決し
達成感を感じると共に一歩踏み出し
挑戦することの大切さに気付いた
一年になりました。
今後は「やれるかなぁ？」ではなく
「やってみよう！」を心掛け
挑戦し続けていきます。

三年間を振り返ると一人だけの活動から、
心を通わせることでパスが繋がりはじめ（心）

個々が成長し（伸）
チームとして動けるようになり全国大会という
大きな達成感を全員で共有し（進）
成長を通じて喜び・やりがいを共有できる
サークルになることが出来ました。

X軸【サークル能力】

Y
軸
【
明
る
い
職
場
】

1 532 4
1

5

3
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4

Dゾーン Cゾーン Aゾーン

X軸【サークル能力】

Y
軸
【
明
る
い
職
場
】
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1

5

3

2

4

Dゾーン Cゾーン Bゾーン Aゾーン Bゾーン

21年度活動報告

5Ｓ

5Ｓ

伝達

難しそうな構造だね・・・ 

そうだね・・・ 

でも、 してみよう！！

すごくゆっくり見られませんか？

ハイスピードカメ かぁ・・・

私に任せて♡

苦手意識があったけど
やってみると楽しいものね♪

普段のコミュニケーションが役立ったわ♡

 の  にも興味が沸いてきたよ！

情報の共有がとても大切だと気付いたよ！！
まだまだ改善案が浮かびそうだわ♪

また勉強会やりたいな♪

任せてよかった！！

いい経験になった！
楽しくなってきたぞー♪

身近な物を使った検証楽しかったね！

３年間の振り返り

今後の進め方


